
長野県教育委員会では、病気やケガで長くお休みになるお子様の 

 

病院やご自宅に、先生が訪問して学習支援をします。 

県下の公立学校に通う小中学生で、およそ１か月以上の入院、自宅療養 が必要になったら 

～長期入院児童生徒訪問支援事業をご活用ください～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

《お問い合せ先》 
○ 在籍する小・中・義務教育学校 

○ 最寄りの教育事務所 

○ 長野県教育委員会義務教育課（０２６－２３５－７４２６） 

お気軽に問い合わせください。連絡をお待ちしています。 

 

＊院内学級に関しては、こども病院 院内学級コーディネーター

（０２６３－７３－５４１７）、信大病院 院内学級コーディネーター

（０２６３－３７－３１７７） 等、院内学級を設置している病院に

お問い合わせください。 

 

＊ウェブサイト(web)から「長野県 笑顔の復学」で検索 

「長期入院児童生徒訪問事業」へ 

Q どのくらい教えてもらえるの？ 
・１日１時間～２時間くらいです。 

お子様の体調によって調整できます。 

・１週間に３日ほど（例えば、月・水・金） 

通院などのご都合に合わせて決められます。 

・少しずつ通学できるようになっても、 

様子を見ながら柔軟に対応します。 

 

Q 訪問の先生はどんな人？ 
・教職経験者で、訪問支援員の登録を長野県 

教育委員会にしている人です。 

・北信、東信、中信、南信に分かれ、 

255人(Ｒ7年4月現在)が登録されています。 

 

❤ お子様の気持ちを第一に考え、 
お子様の状況に合わせて支援員を 
決めることができます。 

 

❤ 予定した日に体調が悪かったら、 
お休みにします。 

《この事業の特色》 
★ 訪問の時間は授業時間にカウントされ、出席扱いになり 

ます。 

★ 訪問の先生は担任や学校の先生と連絡を取り合い、 

学習進度も含め、クラスとのつながりを大切にします。 

★ 復学に向けて保護者の心配をお聞きし、より良い支援の 

方法について学校や担任の先生に提案・助言します。 

笑 顔 の 復 学 を め ざ し て 

令和６年度に利用された皆様の声（県内の公立小中学校の児童・生徒 36 名が利用しました。） 

お子様の声 
〇 勉強が追いつけて自信がついてうれしかったです。苦

手でも頑張ればできることが分かったし、1時間だけ！

って決めていると、イヤでも集中できてよかったです。 

○ 学校のリモート授業は、黒板が見えず進んじゃう時も

あるけど、訪問は先生がとなりにいてくれるからわか

りやすい。いつも「具合悪いのによく頑張ったね。」と

ほめてくれてうれしい。 

保護者の皆様 
〇 訪問支援の先生に直接指導していただけるの

は大変ありがたいです。黒板がすべて見えず

質問しづらかった内容を、支援の先生に質問

している姿も見受けられました。 

〇 入院が長引き、学校へ登校できない時に、勉強

を教えていただけるのでありがたいです。現

在の学年にこだわることなく、さかのぼって

教えてもらえているようで助かっています。 
担任（原籍校）の先生 

○ 児童の健康状態を見ながらムリなく体調に合わせて学習を行っていただいた。できたところは褒め、楽しく

学習することを心がけてくださり、保護者、児童とも来宅を楽しみにしている様子が伝わってきました。 

○ 本校で実施したテストの見直しや、生徒が苦手としている数学など、重点的に教えて下さり、学びの保障に

つながりました。 

 


